
ー
ク
ル
の
複
合
棟
使
用
権
を
剥
奪

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

文
サ
連
側
は
「
問
題
が
あ
れ
ば
話

し
あ
っ
て
解
決
す
れ
ば
す
む
こ
と
。

逆
に
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
え
ば
大

学
当
局
が
騒
音
苦
情
な
ど
を
口
実

に
し
て
一
方
的
に
サ
ー
ク
ル
の
活

動
を
規
制
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

２
０
０
７
年
に
シ
ャ
ナ
ク
ラ
ブ
が

当
局
か
ら
何
の
合
理
的
な
理
由
も

示
さ
れ
る
こ
と
な
く
大
幸
キ
ャ
ン

パ
ス
の
厚
生
会
館
か
ら
追
い
出
さ

れ
た
事
実
も
あ
る
。」
と
問
題
に
し

て
い
た
。
ま
た
大
学
当
局
は
「
使

用
要
項
」
策
定
と
同
時
に
、
要
項

と
同
様
の
規
定
を
他
の
サ
ー
ク
ル

施
設
に
も
整
備
し
て
い
く
べ
き
だ

と
い
う
意
向
を
示
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
大
学
当
局
の
動
き
に

対
し
て
、
文
サ
連
は
直
ち
に
と
り

く
み
を
開
始
し
た
。
４
月
１
日
、

複
合
棟
の
使
用
を
希
望
す
る
サ
ー

ク
ル
が
集
ま
っ
て
対
策
委
員
会
を

結
成
し
、
対
応
を
協
議
。
要
項
撤

涼
し
い
季
節
に
な
っ

て
き
た
。
大
学
祭
シ

ー
ズ
ン
到
来
だ
。
だ

が
、
わ
が
名
大
祭
だ

け
は
な
ぜ
か
蒸
し
暑

い
６
月
に
行
わ
れ
る
。

そ
の
理
由
を
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
？

実
は
そ
れ
は

秋
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
だ
。
秋

と
い
え
ば
自
然
の
猛
威
を
感
じ
る

季
節
で
も
あ
る
。
日
本
で
は
初
秋

が
台
風
シ
ー
ズ
ン
。
毎
年
台
風
襲

来
で
各
地
に
被
害
が
お
よ
ぶ
。
そ

れ
は
今
も
昔
も
同
じ
▼
今
か
ら
五

十
年
前
の
一
九
五
九
年
（
昭
和
三

十
四
年
）
九
月
二
十
六
日
夕
方
、

東
海
地
方
に
伊
勢
湾
台
風
が
襲

来
。
愛
知
・
三
重
県
沿
岸
部
を
高

潮
が
襲
い
、
至
る
所
で
堤
防
が
決

壊
。
大
量
の
海
水
・
貯
水
場
の
木

材
が
、
家
屋
・
人
・
家
畜
を
容
赦

な
く
の
み
こ
み
、
押
し
つ
ぶ
す
。

死
者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八

人
。
生
き
延
び
た
人
々
も
、
家
族

を
失
い
変
わ
り
果
て
た
町
の
姿
に

茫
然
自
失
と
な
っ
た
と
い
う
▼
被

災
者
救
援
に
は
当
時
の
名
大
生
も

数
多
く
参
加
。
被
災
現
場
で
怪
我

人
の
治
療
、
救
援
物
資
の
収
集
・

運
搬
、
街
頭
カ
ン
パ
に
尽
力
し
た

と
い
う
。
大
学
当
局
も
救
援
活
動

に
参
加
す
る
学
生
を
公
欠
扱
い

に
。
先
輩
方
は
さ
ら
に
、
高
潮
対

策
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
政
府

の
責
任
を
追
及
し
対
策
を
要
求
。

そ
し
て
、
本
来
秋
で
あ
る
名
大
祭

の
開
催
時
期
が
迫
っ
て
い
た
が
、

台
風
被
害
救
援
を
優
先
さ
せ
る
た

め
に
延
期
を
決
定
。
こ
う
し
て
名

大
祭
は
次
の
年
か
ら
六
月
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
▼
今

年
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
十
年
の

節
目
だ
。
当
時
の
先
輩
方
の
活
躍

に
思
い
を
は
せ
、
そ
の
姿
勢
に
学

ぶ
こ
と
を
今
秋
の
私
た
ち
の
課
題

に
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。（
山
登
人
）
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反撃、当局が譲歩
～複合棟「使用要項」問題～

名
大
当
局
は
６
月

日
、
文
サ
連
と
の
懇
談

25

の
場
で
、
今
年
１
月
末
に
完
成
し
た
山
の
上
地

区
・
総
合
運
動
場
複
合
棟
の
「
使
用
に
関
す
る

要
項
」
の
中
の
、
副
総
長
と
総
合
保
健
体
育
科

学
セ
ン
タ
ー
長
が
複
合
棟
の
使
用
サ
ー
ク
ル
の

使
用
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

ら
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
、「
一
方
的
な
許
可
取
り

消
し
は
し
な
い
」
こ
と
な
ど
を
言
明
し
た
。
文

化
サ
ー
ク
ル
連
盟
側
の
抗
議
に
対
し
て
大
学
当

局
が
譲
歩
す
る
形
と
な
っ
た
。

「
使
用
要
項
」
は
今
年
２
月
に

大
学
当
局
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
要
項
の
第
８
条
に
よ
れ
ば
、

大
学
当
局
は
文
サ
連
（
使
用
サ
ー

ク
ル
）
の
意
向
に
関
係
な
く
〝
問

題
を
起
こ
し
た
〟
と
み
な
し
た
サ

「
複
合
棟
」
と
は
？

東

山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
山
の
上

地
区
の
陸
上
競
技
場
南
に

建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
の
施
設
。
１
階
に

は
体
育
会
ク
ラ
ブ
部
室
と
更
衣
室
が
、
２

階
に
授
業
で
使
用
さ
れ
る
講
義
室
と
文
サ

連
サ
ー
ク
ル
が
使
用
で
き
る
防
音
仕
様
の

エ
ア
コ
ン
付
き
音
楽
練
習
室
が
あ
る
。

新南部食堂完成予想図（当初案。名大提供）
（あくまでも当初の案なので、変更されている箇所もある）

■
懇
談
会
、
前
代
未
聞
の
〝
流
会
〟
に

行
列
の
解
消
を
め
ざ
す

新
南
食
で
は
食
堂
の
規
模
が
大

幅
に
拡
大
さ
れ
る
と
い
う
。
旧
南

食
の
約
３
８
０
席
か
ら
、
新
南
食

で
は
１
階
が
約
４
２
０
席
、
２
階

が
約
３
０
０
席
と
な
る
。
食
堂
自

体
が
２
つ
に
な
っ
て
お
り
、
し
か

も
１
階
部
分
は
入
れ
ば
す
ぐ
に
３

・
４
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
人
の
流
れ
も
良

く
な
り
そ
う
だ
。
以
前
は
雨
天
時

も
延
々
と
外
で
並
ん
で
い
た
が
、

そ
れ
も
解
消
す
る
と
い
う
。

く
つ
ろ
い
で
ス
イ
ー

ツ
も
食
べ
ら
れ
る

１
階
食
堂
は
、
新
た
に
煮
物
な

ど
を
グ
ラ
ム
単
位
で
よ
そ
え
る
ホ

ッ
ト
バ
ー
が
登
場
す
る
。
机
・
イ

ス
の
色
彩
は
明
る
め
に
な
る
。

２
階
部
分
は
採
光
性
が
良
く
、

ソ
フ
ァ
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
ま

で
色
々
な
机
・
イ
ス
が
並
べ
ら
れ

る
。
机
の
色
調
は
シ
ッ
ク
な
も
の

に
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ

る
雰
囲
気
に
。
新
た
に
ク
レ
ー
プ

や
パ
フ
ェ
な
ど
と
い
っ
た
ス
イ
ー

ツ
も
出
す
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
も

つ
く
ら
れ
る
。
少
し
高
級
な
丼
も

の
な
ど
を
出
す
ブ
ー
ス
も
あ
り
、

肉
の
調
理
の
仕
方
・
ソ
ー
ス
な
ど

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ダ
ー

制
コ
ー
ナ
ー
も
で
き
る
。

２
階
の
営
業
時
間
は
午
後
７
時

ま
で
と
大
幅
に
長
く
な
る
。

パ
ン
だ
が
屋
も
新
し
く
な
る
。

新
南
食
は
、「
ぜ
ひ
く
つ
ろ
い

で
仲
間
と
語
ら
え
る
場
と
し
て
も

活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

南
食
の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
自

治
会
が
学
生
か
ら
要
望
を
集
約
し

て
い
た
。
新
南
食
に
は
学
生
の
意

向
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
南
部
厚
生

会
館
と
一
体
化
も
構
想

今
回
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

将
来
的
に
は
２
階
部
分
を
南
部
書

籍
部
分
と
つ
な
げ
る
構
想
も
あ
る

よ
う
だ
。
現
在
厚
生
会
館
に
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
く
、
車
イ
ス
の

利
用
者
に
は
負
担
が
大
き
い
。
し

か
し
新
南
食
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
実
現
す
れ

ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
に
大
き

く
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
当
該
の
場
所
に
は
名

大
祭
（
本
部
、
一
・
二
年
）
や

航
空
部
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
の
活

動
拠
点
と
し
て
の
プ
レ
ハ
ブ
や

名
大
当
局
が
工
学
部
４
号
館
耐

震
改
修
に
伴
う
代
替
施
設
と
し

て
、
全
学
教
育
棟
Ａ
館
裏
に
２

階
建
て
の
プ
レ
ハ
ブ
を
来
年
４

月
ま
で
に
建
て
よ
う
と
し
て
い

新
南
部
食
堂
が
来
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

地
上
部
分
は
１
階
か
ら
２
階
建
て
に
な
り
、
大

幅
に
拡
張
さ
れ
る
。
経
営
は
新
築
後
も
引
き
続

き
生
協
が
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
新
南
食
が

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
名
古
屋
大
学
消
費
生

活
協
同
組
合
常
務
理
事
の
佐
野
さ
ん
に
伺
っ
た
。

コ
ン
テ
ナ
が

設
置
さ
れ
て

い
る
。

名
大
当
局
は
プ
レ
ハ
ブ
の
２

階
部
分
を
代
替
場
所
に
充
て
る

と
し
て
い
る
が
、
機
体
な
ど
の

出
し
入
れ
や
使
用
時
間
な
ど
の

条
件
が
保
障
さ
れ
る
か
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
当
局
は
、
改
修
が
終

わ
る
予
定
の
平
成

年
度
以

23

降
は
１
階
部
分
は
「
課
外
活
動
」

用
途
に
使
お
う
と
考
え
て
い
る

と
い
う
が
、
カ
ギ
の
大
学
管
理

や
使
用
時
間
の
制
限
な
ど
も
予

想
さ
れ
る
。

２
面
よ
り

いよいよ秋革祭

書評 『孔子伝』

「派遣村」体験記

工
４
号
館
改
修
代
替
場
所
建
設
で

■
示
さ
れ
た
学
生
自
治
の
力

そ
の
後
一
転
し
て
、
大
学
当
局

か
ら
文
サ
連
執
行
部
に
６
月

日
25

の
「
懇
談
」
が
申
し
込
ま
れ
た
。

懇
談
の
場
で
杉
山
副
総
長
は
、「
使

用
要
項
」
の
運
用
に
つ
い
て
譲
歩

し
た
だ
け
で
な
く
、「
使
用
要
項
」

回
を
か
ち
と
る
た
め
に
、
複
合
棟

の
使
用
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と

や
署
名
を
集
め
る
こ
と
を
確
認
。

４
月

日
と
６
月

日
に
は
サ

16

11

ー
ク
ル
が
大
学
当
局
に
直
接
抗
議

す
る
と
り
く
み
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
う
ち
「
６
・

文
サ
連
総
行
動
」

11

に
は
、
お
昼
休
み
と
放
課
後
を
合

わ
せ
て
約
１
１
０
名
の
サ
ー
ク
ル

員
が
参
加
。
放
課
後
は
全
学
教
育

棟
前
に
集
ま
っ
た
サ
ー
ク
ル
員
が

「
使
用
要
項
撤
回
！
」「
副
総
長
は

サ
ー
ク
ル
と
協
議
せ
よ
！

」
と

か
け
声
を
あ
げ
な
が
ら
大
学
本
部

棟
ま
で
デ
モ
行
進
を
お
こ
な
い
、

本
部
棟
前
に
陣
取
っ
て
当
局
と
の

直
接
交
渉
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
大
学
当
局
は
「
サ
ー
ク
ル

と
の
直
接
交
渉
は
行
わ
な
い
」
と

い
っ
て
、
そ
の
日
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
大
学
当
局
と
学
生
団
体

代
表
と
の
定
期
懇
談
会
も
中
止
に
。

学
生
側
に
は
当
局
側
の
〝
逃
亡
〟

と
映
る
事
態
に
な
っ
た
。

の
他
の
サ
ー
ク
ル
施
設
へ
の
拡
大

適
用
に
つ
い
て
も
「
大
学
の
設
置

形
態
が
変
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
お
こ

な
わ
な
い
」
と
回
答
。
要
項
の
拡

２

面

に

続

く

６
・

対
当
局
要
求
行
動
で
、
大
学
当

11

局
に
よ
る
懇
談
会
の
〝
流
会
〟
決
定
を

許
さ
ず
、
団
結
を
固
め
る
サ
ー
ク
ル
員
。

「使用要項撤回」かけ声を上げて大学本部にデモ
をかけるサークル員。


